あとがき by 古賀 道之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　皇太子殿下の御成婚，景気の底入れ宣言と明るい
ニュースが流れる一方で，国連監視下の選挙が成功裡に
終わってますます混迷の度を加えるカンボジア，先の見
えないボスニア，ソマリア情勢と，世界は混沌としてい
ます．
　今月の巻頭言で本学顧問の神谷健一先生は討論の必要
性を説かれ，日本（の政治家）には何事も討論をしないと
いう悪習があり，日本を直視するインテリジェンスに欠
けている，とのコリーヌ・プレさんの評論を紹介されて
います．
　本東医大誌の現編集委員が改選，発足した際の委員会
でも，本誌の編集方針についての討論がありました．レ
フリーの判定を厳しくして，本誌の内容を国際的にも通
用するレベルのものに高めるべきである，という意見が
が　き
ある一方で，すでに主任教授が検討，承認した論文であ
るから，レフリーが内容に立ち入ることはやめて，用
語・体裁の修正にとどめるべきであるとする意見まで，
幅広いものがありました．
　レフリーの判定を厳しくすれば高い水準の学術雑誌に
なるとは，必ずしも言えない場合もあるかもしれませ
ん．学問の流れを変える様な，真に独創的な業績が，最
初はレフリーに理解されず，世界の一流誌への投稿がリ
ジェクトされたとの話は，時々耳にすることです．しか
し一方で，判定を甘くすれば，水準以下の論文が増えて
くることもまた事実です．
　神谷先生も述べられている様に，大事な問題は二度，
三度と討論を尽すことが大切なのでありましょう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（古賀道之記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第131回医学会総会について報告があった．
　一般演題申込数74件，特別講演4件．
2．臨床懇話会の開催報告および開催予定の報告があっ
　た．
3．編集状況並びに編集予定について討議した．
4．名誉会員候補者として下記の会員を推薦することが
（平成5年5月）
　承認された．
　大田安雄，金子正昭，岡林茂義，牧野惟男，大隈　彰．
5．平成4年度収支決算（案）および平成5年度収支予算
　（案）が原案通り承認された．
6．評議員会事項が原案通り承認された．
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